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大都市近郊のベッドタウンとして人口が増加した一方で、製造業拠点などの立地も進むことで、区外から
の通勤・通学者を多数受け入れる地域にもなった（69字） 
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重工業化に伴う鉄鋼産業生産の増大により鉄鉱石の需要が高まり、国内の鉄鉱生産の伸びを大きく上回ったた
め（50字） 
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低緯度で標高が高いため、気温は比較的低く、年較差が小さい。また、モンスーンの
影響を受け夏に降水量が多い（51字） 

 Ｂ 

 
大豆 

 
米 

 
施設園芸の進展と、品種の改良・多様化によって山地が拡大し、季節ごとに異なる産地から集
荷するようになった。（52字） 
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乾燥地帯に見られ、山麓の地下水を水源とする。水が流れる途中で蒸発するのを防ぐために地下水路としている（50字） 
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フードマイレージ 
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 「地理」 解答例 
 


